
 

 

平成 28 年 10 月 28 日 

各  位 

会 社 名 協 栄 産 業 株 式 会 社
代 表 者 名 取 締 役 社 長  水 谷 廣 司
 (コード番号 6973 東証第一部)

問 合 せ 先
取 締 役 
専 務 執 行 役 員 

 市 河  明

 ( T E L  0 3 － 3 4 8 1 － 2 1 1 1 )

  

平成 29 年３月期 第２四半期累計期間業績予想との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成28年５月12日に公表した平成29年３月期第２四半期累計期間(平成28年４月１日～平成28年９月30日)

の業績予想と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

  また、平成 29 年３月期通期（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日）の業績予想につきましても、下記の

とおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．平成 29 年３月期第２四半期（累計）業績予想数値との差異（平成 28 年４月１日 ～ 平成 28 年９月 30 日） 

(１) 連結業績予想数値との差異 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 28,000 100 100 70 2.30

今回実績（Ｂ） 25,347 △4 △74 △90 △2.95

増減額（Ｂ－Ａ） △2,652 △104 △174 △160 -

増減率（％） △9.5 - - - -

(ご参考) 前第２四半期実績 
(平成 28 年３月期第２四半期) 

28,011 55 44 △26 △0.86

(ご参考)前第２四半期実績比(％) 90.5 - - - -

 

(２) 個別業績予想数値との差異 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 20,000 50 50 50 1.64

今回実績（Ｂ） 19,744 △110 △77 1 0.05

増減額（Ｂ－Ａ） △255 △160 △127 △48 -

増減率（％） △1.3 - - △96.8 -

(ご参考) 前第２四半期実績 
(平成 28 年３月期第２四半期) 

21,179 △30 158 115 3.79

(ご参考)前第２四半期実績比(％) 93.2 - - 1.4 -

 

 

 

 



２．平成 29 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 28 年 4 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日） 

(１) 連結業績予想数値の修正 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 56,000 300 250 200 6.56

今回修正予想（Ｂ） 52,000 200 100 50 1.64

増減額（Ｂ－Ａ） △4,000 △100 △150 △150 -

増減率（％） △7.1 △33.3 △60.0 △75.0 -

(ご参考) 前期実績 
(平成 28 年３月期) 

53,777 134 68 △140 △4.60

(ご参考) 前期実績比(％) 96.7 148.9 145.6 - -

 

(２) 個別業績予想数値の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 43,000 150 200 150 4.92

今回修正予想（Ｂ） 40,000 10 50 100 3.28

増減額（Ｂ－Ａ） △3,000 △140 △150 △50 -

増減率（％） △7.0 △93.3 △75.0 △33.3 -

(ご参考) 前期実績 
(平成 28 年３月期) 

41,349 △20 177 16 0.53

(ご参考) 前期実績比(％) 96.7 - 28.1 620.4 -

 

３．理由 

 当第２四半期累計期間の個別・連結業績につきましては、商事部門では、円高の影響に加え、海外向け自動

車関連及び産業機向けの半導体デバイスの需要が想定を下回るとともに、3D プリンターを含む FA 環境システ

ムでの伸長が想定を下回ったこと、ＩＣＴ部門ではシステム開発案件の障害対応により利益面が低調に推移し

たこと、ならびに製造部門ではアミューズメント向けのプリント配線板の売上が低調となったため、売上・利

益ともに平成 28 年５月 12 日公表の数値を下回ることになりました。 

 通期の業績予想につきましては、人件費の削減効果に加え、半導体デバイスならびにアミューズメント向け

のプリント配線板の回復は見込まれるものの一部市況に不透明感が残るため、第２四半期累計期間の業績を勘

案して個別・連結ともに当初予想を修正いたします。 

 なお、配当予想につきましては、前回発表の１株につき期末配当２円の予想に変更ございません。 

 

(注) 上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成しており、実際の業績は様々な要因により

予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


